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16 - 13
25 - 10
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 0 2 1 2 1 0 2 2 0 1 0 0
3 * 0 0 6 7 2 4 1 2 7 9 0 2 1 0
4 * 3 5 2 3 2 2 0 0 1 1 4 3 5 0
6 0 3 4 5 7 0 0 1 1 2 3 1 0 0 0
7 * 0 0 6 12 0 2 1 1 2 3 1 1 0 1
10 * 0 1 0 2 0 0 3 3 3 6 0 1 3 0
14 0 1 5 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
18 0 0 0 1 2 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
20 0 0 0 1 5 0 0 2 1 1 2 2 1 1 1
21 * 0 0 1 6 0 3 1 1 13 14 2 2 1 0
24 0 0 1 0 1 0 0 2 0 2 2 0 0 0 0
35 0 0 0 2 7 0 0 1 0 3 3 0 3 0 0
41 0 0 0 3 4 0 0 0 4 2 6 0 1 2 0
50 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
55 0 0 0 0 1 2 4 0 0 1 1 1 0 0 0

0 0 1 1 0
7 17 27 60 7 17 13 13 41 54 13 15 13 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 0 1 2 2 6 0 0 4 2 2 4 2 0 1 0
10 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
11 * 0 0 1 2 0 0 4 0 2 2 3 0 0 0
13 * 1 2 1 2 0 2 0 0 5 5 4 1 0 0
17 0 1 6 1 3 0 0 2 3 0 3 2 1 1 0
18 * 2 6 3 3 1 2 3 1 8 9 3 1 0 0
19 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
20 0 0 0 0 2 0 0 0 0 3 3 1 1 1 0
37 * 1 11 1 6 1 2 4 1 6 7 3 0 2 0
99 * 0 0 6 19 0 0 1 2 5 7 3 1 2 1

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 3 3 0
6 28 15 47 2 6 19 10 31 41 21 5 8 1
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同志社大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト 勝ち点 6 勝ち点 3試 合 ＮＯ234

82 50

敗チーム

大阪教育大学

男子

戦評
【総括】

大会7日目第四試合は同志社大学と大阪教育大学の戦い。序盤、同志社の得点が続くが大教大のゾーンディ
フェンスからの速攻が続くも同志社大の攻撃を抑えられない大教大。前半終了間際に連続ターンオーバーを許し
てしまい44-27で同志社大のリードで前半を終える。後半最初のシュート大教大は#13出口の3Pシュートからスタート
するが、同志社は前半同様に好ディフェンスを続け、大教大はディフェンスが空回りしてしまいファウルトラブルを起
してしまう。大教大は#18北代、#37吉田が奮闘するも最後まで走り続けるも同志社の好ディフェンスが繰り出され後
半の大差が響き50-92で同志社の白星で幕を閉じた。
【第一ピリオド】

序盤最初のシュートは同志社#4永塘の3Pシュートからスタートする。しかし、すぐ大教大#13出口のアシストから
#11有谷が応戦する。その後、同志社#７古村がインサイドでスコアし、ここで大教大はタイムアウトを取る。しかしタイ
ムアウト後も同志社大の勢いは続き、同志社#７古村がまたもインサイドでスコアを上げる。その後同志社#3下田がイ
ンサイドでスコア。その後大教大は#18北代の3Pシュートから#99土屋のゴール下のシュートで反撃に出る。ここから
大教大は果敢なディフェンスが続くも得点には繋げず同志社は連続スティールからの速攻が続き14点差を付け第１
ピリオドを終える。
【第二ピリオド】

第2ピリオド、点差を縮めたい大教大は2-3ゾーン敷く。そして、3－2ゾーンディフェンスを組み合わせ、同志社の
得点を防ぐ。そのゾーンディフェンスが効き大教大はスティールを重ね速攻で点差を11点に縮めたところ同志社は
タイムアウトを取る。タイムアウト明けも大教大好ディフェンスが続くが同志社大#6柳原の3Pシュートとレイアップで大
教大に点差を広げる。さらに同志社の激しいディフェンスによって大教大から連続ターンオーバーを誘い、さらに点
差広げ44-27と同志社大のリードで前半を終える。
【第三ピリオド】

大教大#13出口の3Pシュートからスタートする。同志社はインサイドで#21田邊がバスケットカウントでスコアフリース
ローも確実に得点する。そして同志社は大教大からターンオーバーを誘い速攻を繰り出し、ここで大教大はタイムア
ウトを要求する。タイムアウト明けも同志社の鉄壁のディフェンスが続く。そして同志社#6柳原などの3Pシュートから
さらに同志社は得点を広げ、69-37と同志社大 のリードで第3ピリオドを終える。
【第四ピリオド】

両チームマンツーマンディフェンスでスタート。しかしここでまた同志社は速攻で点を量産する。負けじと大教大も
#18北代がレイアップシュート決め奮闘する、そこから同志社のオフェンスを抑え大教大#37吉田、#18北代が速攻か
ら3Pシュート、#99土屋がレイアップシュートを決め反撃を試みる。同志社はここから上手く得点出来ない時間が続
く。大教大は最後走力を発揮するも前半のリードが響き50-92と同志社が勝利を収めた。
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同志社大学開始時間 15:00

会　　場 桃山学院大学

下田 忠至 14 15

柳原 功希 19 14

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

宇治田 健郎 1 8

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

野見 悠人 6 14

0 18

永塘 哲生 15 22

万久里 光司ジョエル 0

浦本 龍 0
5

中島 海里 2 14

古村 健一 12 26
右田 卓也

2

田邉 陸也 2 25

岩坪 康太朗 3 10
辻 耀平 2 5

7
村井 大陸 4 15

合　　　計 82

甲斐 将吾 2

200
RATE 41.2% 45.0% 41.2%

大阪教育大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 加賀美 伸彰

17

戸田 真次 0 2

ST MINTO AS

出口 琢也 5

小林 駿太 0
森田 知志 7

REBOUND３Ｐ BS

伊田 文汰 0 2

18
塚田 亮太 5 21

2
有谷 猛司 2

青木 佑大

21

0 15

北代 一貴 13 30
細川 輝 0 5

31
36

0 - -
土屋 時生 12

RATE 21.4%

-

6

31.9% 33.3%
200

吉田 健太郎

Team / Coach: 池田 悠人 -
合　　　計 50

0 -
0 - -


